
（別添）

【費用対効果の算定内容】

１．　費用対効果の算定根拠

２．　事業全体の投資効率性

（１） 統一的な事項

①費用及び便益の現在価値化

②便益の計測方法

③施設の耐用年数

（２） 総費用（Ｃ）の算定

漁港施設 ○施設整備に要する費用 計

計

（３） 総便益（B）の算定

【費用対効果分析の結果】

=

衛生管理環境の向上による魚価安定化効果

漁業就業者の労働環境改善

道路補修による車両通過時間の短縮

漁獲物付加価値化の効果

漁業就業者の労働環境改善効果

漁業外産業への効果

19,360

23

1,895

1,046,295

953

77,848

《再々評価時》 B/C= 35,844 百万円　/ 25,742 百万円 1.39

生命・財産保全・防御効果 97,464 1,740 耐震強化岸壁整備による災害復旧費の回避

合計 1,904,422 35,844

水産物生産コストの削減効果 589,579 11,178 出漁準備作業時間の削減、漁船の耐用年数の延長　等

漁獲機会の増大効果 92,283 1,648 耐震化岸壁整備による漁業所得の維持

主な項目
年間便益
（千円）

総便益
（百万円）

主な内容

7,940

3,741

合計 25,244 25,742

4,199

主な項目
費用

（百万円）
総費用

（百万円）
主な内容

25,244 25,742 17,304

　費用対効果分析については、『水産基盤整備事業費用対効果分析のガイドライン』（平成28年4月改訂　水産庁漁港漁場整備
部）に基づき行った。

投資額、耐用年数期間に発生する年間便益を、現在価値化して用いる。
　なお、現在価値化の基準年は、平成27年とし、社会的割引率は4％とする。

費用便益積上法（漁業者や地域住民等が漁港施設等を利用したときの直接の利用便益を測定）により算出する。

原則として、漁港施設は５０年とする。

整理番号 H29－ 1

《 費 用 対 効 果 分 析 説 明 資 料 》

地区名等 八戸事業名 水産流通基盤整備事業

②八戸市事業分（荷捌所・清浄海水取水・漁港浄化）

①については、累積事業費の0.8％

②については10年毎に事業費の10％

○維持管理に要する費用　※供用開始から50年間

9,826

7,478

①県事業分（外郭・水域・係留・輸送・用地）

※Bt：年度別効果額　　Ct：年度別事業費　　t：基準年を0とした経過年数

費用便益費率 =
総便益
総費用

総便益 = Σ
Ct

(1+割引率)
t= Σ

Bt

(1+割引率)
t 総費用
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1
）

チ
ェ
ッ
ク
欄

環
　
境
　
配
　
慮
　
指
　
針

具
体
的
な

内
容

１
　
土

地
・
植

生
の

改
変

（
造

成
、
敷

地
整

備
）
段

階
で
の

環
境

配
慮

□
（
１
）
農

林
地

等
の

緑
地

や
植

生
の

改
変

に
係

る
環

境
配

慮

□
（
２
）
地

形
や

地
盤

の
改

変
に
係

る
環

境
配

慮

□
・

海
中
床
掘
土
砂
を
盛
土
材
へ
利
用
す
る
際
は
、
溶
出
試
験
を
実
施
し
有
害
物
質
の
有
無
を
把
握
す
る

等
、
土
砂
の
性
状
を
十
分
に
配
慮
す
る
。

□
（
３
）
水

系
や

水
辺

の
改

変
に
係

る
環

境
配

慮

□
・

八
戸
市
が
事
業
主
体
で
あ
る
荷
捌
所
の
整
備
に
つ
い
て
、
八
戸
市
景
観
計
画
に
も
と
づ
き
に
周
辺
の

景
観
に
配
慮
す
る
。

□
（
４
）
海

域
の

改
変

に
係

る
環

境
配

慮

□
・

海
上
工
事
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
施
工
環
境
監
理
者
を
配
置
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
お
り
、
周

辺
海
域
の
自
然
環
境
や
水
生
生
物
の
生
育
環
境
に
配
慮
し
た
施
工
を
行
っ
て
い
る
。

□
（
５
）
建

設
機

械
の

稼
働

に
係

る
環

境
配

慮

□
・

使
用
す
る
機
器
は
、
基
本
的
に
排
気
ガ
ス
対
策
型
及
び
低
騒
音
型
、
低
振
動
型
を
使
用
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

□
・

使
用
す
る
機
器
は
、
基
本
的
に
排
気
ガ
ス
対
策
型
及
び
低
騒
音
型
、
低
振
動
型
を
使
用
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
さ
ら
に
施
工
計
画
に
よ
り
希
少
生
物
等
の
繁
殖
時
期
を
避
け
る
よ
う
工
程
を
調
整
す

る

□
・

土
砂
運
搬
車
両
に
つ
い
て
は
、
速
度
に
十
分
配
慮
し
、
積
載
量
を
厳
守
す
る
。
ま
た
、
防
塵
マ
ッ
ト

及
び
散
水
に
よ
り
万
全
の
処
置
を
と
っ
て
施
工
し
て
い
る
。

□
（
６
）
土

砂
等

の
搬

出
・
搬

入
に
係

る
環

境
配

慮

□
・

現
場
内
で
発
生
し
た
土
砂
等
は
、
可
能
な
限
り
現
場
内
で
再
利
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

□
（
７
）
廃

棄
物

処
理

等
へ

の
配

慮

□
・

工
事
に
お
い
て
発
生
す
る
建
設
廃
棄
物
及
び
建
設
副
産
物
に
つ
い
て
は
、
処
理
方
法
を
明
示
し
、
適

正
に
処
理
し
て
い
る
。

２
　
建

造
物

等
の

設
置

、
建

築
・
建

設
段

階
で
の

環
境

配
慮

□
（
１
）
道

路
（
車

歩
道

）
、
雨

水
排

水
路

の
設

置
に
係

る
環

境
配

慮

□
（
２
）
基

礎
や

地
下

建
造

物
の

建
設

に
係

る
環

境
配

慮

□
（
３
）
低

層
建

築
物

の
建

設
に
係

る
環

境
配

慮

□
（
４
）
高

層
建

築
物

・
大

規
模

施
設

等
の

建
設

に
係

る
環

境
配

慮

□
・

八
戸
市
が
事
業
主
体
で
あ
る
荷
捌
所
の
整
備
に
つ
い
て
、
八
戸
市
景
観
計
画
に
も
と
づ
き
に
周
辺
の

景
観
に
配
慮
す
る
。

□
・

八
戸
市
が
事
業
主
体
で
あ
る
荷
捌
所
の
工
事
に
お
い
て
、
鋼
管
杭
に
よ
る
地
盤
沈
下
対
策
を
行
う
な

ど
適
正
に
処
理
し
て
い
る
。

□
（
５
）
高

架
構

造
物

の
建

設
に
係

る
環

境
配

慮

□
（
６
）
海

底
・
海

中
建

造
物

の
設

置
や

建
設

に
係

る
環

境
配

慮

□
・

海
上
工
事
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
浮
泥
等
の
拡
散
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
汚
濁
防
止
膜
を
施

工
区
域
に
設
置
し
て
い
る
。

重
機
に
よ
る
地
形
改
変
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
散
水
な
ど
に
よ
り
土
ぼ
こ
り
の
発
生
防
止
に
努
め
る
。

建
築
物
等
の
解
体
に
伴
う
建
設
廃
材
な
ど
は
で
き
る
だ
け
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
廃
棄
物
は
適
正
に
処

理
す
る
。

地
域
の
景
観
を
形
成
す
る
自
然
環
境
資
源
が
計
画
地
内
や
計
画
地
に
隣
接
し
て
い
る
場
合
、
周
辺
地
か
ら
の
眺
望
の
確
保
に
努

め
、
建
造
物
な
ど
に
よ
る
視
覚
的
遮
へ
い
防
止
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
文
化
財
な
ど
の
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
か
ら
の
眺
望

景
観
の
保
全
に
配
慮
す
る
。

海
底
や
海
中
建
造
物
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
海
流
等
へ
の
影
響
、
底
質
の
か
く
は
ん
な
ど
に
よ
る
水
質
汚
濁
や
海
洋
生
態
系

へ
の
影
響
に
十
分
配
慮
し
、
海
域
環
境
の
保
全
に
努
め
る
。

盛
土
や
土
砂
の
埋
立
て
を
行
う
場
合
に
は
、
搬
入
す
る
土
砂
の
性
状
な
ど
に
十
分
配
慮
し
、
有
害
物
質
な
ど
が
含
ま
れ
る
土
砂

等
の
使
用
を
避
け
る
と
と
も
に
、
周
辺
土
壌
や
地
下
水
の
汚
染
防
止
に
努
め
る
。

第
五
次
青
森
県
環
境
計
画

（
土
地
の
改
変
な
ど
の
敷
地
整
備
や
建
築
・
建
設
段
階
）

（事
業
名

八
戸
地
区
水
産
流
通
基
盤
整
備
事
業

）

開
発
事
業
等
に
お
け
る
環
境
配
慮
指
針
チ
ェ
ッ
ク
表

低
騒
音
・
低
振
動
型
の
建
設
機
械
の
活
用
、
稼
働
時
期
の
平
準
化
、
遮
音
壁
な
ど
の
設
置
、
野
生
動
物
の
繁
殖
時
期
に
お
け
る

重
機
の
使
用
抑
制
な
ど
に
努
め
る
。

重
機
の
使
用
に
伴
う
排
ガ
ス
や
騒
音
・
振
動
に
よ
る
周
辺
の
生
活
環
境
や
野
生
動
物
の
生
息
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
防
止
す
る

よ
う
努
め
る
。

埋
立
て
や
干
拓
、
堤
防
の
設
置
や
し
ゅ
ん
せ
つ
な
ど
に
よ
る
土
砂
や
底
質
の
自
然
環
境
へ
流
出
、
潮
流
の
変
化
に
よ
る
沿
岸
の

侵
食
や
堆
積
作
用
の
変
化
な
ど
、
海
象
条
件
の
変
化
に
よ
る
海
域
生
態
系
や
水
質
へ
の
影
響
の
防
止
に
努
め
る
。

大
規
模
施
設
な
ど
の
建
築
に
当
た
っ
て
は
、
水
辺
か
ら
の
景
観
に
十
分
配
慮
し
た
建
築
物
の
配
置
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
工
夫
に

努
め
る
。

土
地
の
改
変
に
当
た
っ
て
は
、
土
砂
の
地
域
外
へ
の
搬
出
入
の
抑
制
に
努
め
る
。

地
盤
が
軟
弱
な
場
所
で
は
、
盛
土
や
建
築
物
の
荷
重
な
ど
に
よ
る
地
盤
沈
下
へ
の
影
響
に
つ
い
て
十
分
配
慮
す
る
。
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事業名 地区名 八戸

【位置図】

【計画平面図】
漁港番号 種　別 所　管 事業主体 管理者
1230010

(S26.10.17指定)

水産流通基盤整備事業 八戸漁港

水 産 基 盤 整 備 計 画 平 面 図 施 工 場 所
八戸地区水産流通基盤整備事業

（ 八 戸 漁 港 ）
特定第３種 本　土 青森県･八戸市 青森県 青森県八戸市江陽四丁目

昭和 63年 4月 日 測量

N

3.2

3.1

2.2

3

3.3

5.8

3.4

3.2

十王院

4.0

Ｐ

Ｐ 2
0

館
鼻
展
望
台

湊町

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

1.9

ＧＳ

Ｐ

2.3

Ｐ

新湊橋

1.4

Ｐ

Ｐ

1.8

1.8

湊
橋

1.8

Ｐ

Ｐ

1.4

1.4

Ｐ

八
戸
市
柔
魚
釣
漁
協

Ｐ

1.5

1.8

25.6
Ｐ

館鼻

下条

Ｐ

Ｐ

Ｐ

3.1

大祐神社

3.4

Ｐ

5.1

22.0

20

八坂神社

26.6
2.8

下
条

八戸測候所

25.7
23.0

26.3

Ｐ

26.5

Ｐ

26

27.3

館
鼻
公
園

八
戸
測
候
所

江陽四丁目

2

2.0

2

2.1

江陽四丁目
1.3 八戸市第２魚市場

1.6

2.7

2.7

2

2

1.5

八戸工業港

川口神社

2.1

2.0

1.9

1.9

新
井田

川

稲荷神社

下条町内集会所

2.2

4.1

4

22.4

20

展望台

館鼻

3.1

7.1
6.5

3.3

Ｐ

ＧＳ

2.0

2.0
1.6

2.3

2.3

2

36.9

36.1

八
戸

大
橋

宇兵エ河原

2.0

2.6

2.4

2.6

河原木
2.5

2.7

32.9

2.2

2.2

Ｐ

Ｐ

Ｐ

湊トンネル

Ｐ

21.0

20

Ｐ

上ノ山

Ｐ

18.1

8.3

25.5

5.9

新湊一丁目

4.4

湊第一号公園

3.3

8

3.5

浜
須
賀
保
育
所新湊一丁目

2.0

恵
比
須
龍
神

31.8

35.1

2.0

1.1

1.8

-7

-8

-9

-5
-6

-5

-6
-7

-3

-2

漁港区域（昭和26年10月17日指定）

漁具
駐

冷

荷

駐

(小中野地区）-5.0ｍ岸壁（改良） L=720.0m

廃油処理タンク

用地（舗装） A=5,370m

用地（新設）（買収） A=1,800m

-3.0m
岸

壁
 L=480.0m

新
井

田
川

１
号

護
岸

 L=280.0m

-3.0ｍ岸壁 L=32.0m

新
井

田
川

１
号

護
岸

 L=280.0m

-3.0m
岸

壁
 L=480.0m

護岸(補修)
L=50.0m

0 50 100 200 300m

護岸（補修）

L=18.0m

22

－3ｍ泊地5

A=50,000ｍ2
V=85,000m3

荷捌所　D棟　1.0棟

-5.0m岸壁　（測量・調査・設計N=1式）

荷捌所　D棟（調査・設計N=1式）

-5.0m岸壁　L=270.0m

（解体・改築・清浄海水導入施設・工事監理）

道路（新設）　L=50.0m

-5.0m岸壁（改良）　L=270.0m

16

八戸漁港（小中野地区）

凡　　　例
第9次計画（～H13）度まで完成

第1次計画（H14～H18）施工

第2次計画（H19～H23）施工

H30以降計画

その他事業（H28まで施工）

H29要求分

その他事業（H28まで施工）

第3次計画(H24～)のうち

H28施工分

H24・H25・H26・H27施工分
第3次計画(H24～)のうち

八戸漁港
（舘鼻地区）

八戸漁港漁港
（鮫・恵比須浜地区）

八戸漁港
（小中野地区）
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事業名 地区名 八戸

【位置図】

【計画平面図】
漁港番号 種　別 所　管 事業主体 管理者
1230010

(S26.10.17指定)

八戸漁港

本　土 青森県･八戸市 青森県

水産流通基盤整備事業

水 産 基 盤 整 備 計 画 平 面 図
八戸地区水産流通基盤整備事業

（ 八 戸 漁 港 ）
特定第３種 青森県八戸市江陽四丁目

施 工 場 所

道
路

 L
=1

74
.0m

 W
=9

.5m

-6.0m岸壁 L=240.0m

2 03. 0m

275.0m

昭和 63年 4月 日 測量
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300
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大祐神社

3.4

5.1

22.0
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八坂神社

26.3 26.5

館
鼻
公
園

2.4

20

3.1

7.1
6.5

2.0

36.9

36.1

八
戸

大
橋

2.2

2.2

2.4

主要地方道八戸・階上線

19.0

湊トンネル

21.0

20

上ノ山

21.2

20

上
ノ
山
生
活
館

22.2

16.3

9.4

3.5

8.7

4.5

18.1

8.3

21.2

19.8

4.8

3.2

3.7

25.5

5.9

新湊一丁目

4.4

湊第一号公園

3.3

3.9

3.7

3.4

2.5

秋
葉
山
神
社

3.2

6
6.4

4

5.4

新湊二丁目

湊浜通り生活館

湊第２公園

2.5

3.2

3.9

3.2

2.4

湊第３号公園

14.1

2.1

7.1

2

2.0

1.7

1.8

5.9

青
森
県
施

4.9

4

大沢

3.0

2.8

2.9

2.7

白銀緑地

2.7

2.6

白銀緑地

2.7

三
八
地
方
漁
港
事
務
所

3.4

3.7

2.8

2.7

マ
リ
ン
プ
ラ
ザ
八
戸

八戸漁市場

2.6

2.3

柔
魚
釣
漁
協

2

1.9

2.2

八戸漁港

2.2

わんぱく広場

2.9

いか釣漁協

2.9

2.4

2.6

4.9

2.6

2.4

八戸水産会館

2.2

第三魚市場

2.4

1.8

八
戸
水
産
公
社

8

3.5

浜
須
賀
保
育
所

新湊一丁目

2.0

恵
比
須
龍
神

31.8

2.5

26.4

ウオッサン

2.2

2.2

新湊三丁目

漁業協同組合荷捌所

35.1

2.0

1.1

1.8

2.1

2.3

2.1

2.0

公園

1.8

2.0

2.0

2.0

6.1

2.0

2.0

八戸市

八
戸
シ
ー
ガ
ル
ブ
リ
ッ
ジ

2.0

8.6

1.7
8.1

2.5

2.3

2.3

2.0

八戸漁港

第３魚市場

2.0

2.1

白銀町

2.0

2.0

2.1

2.2

2.2

3.9

5.2

緑地公園

3.1

遠海漁業共同作業場

3.1

三島下公園

三島下

市民プ

旋網漁業協同組合漁網保管倉庫共同作業場

2.4

2.8

2.4

31.7

2.5

2.0

第三魚市場
2.3

2.6

2.8

2.0

-1
0

-9-8

-5

-
4

-3

-7

-6

-7

-7

-5

-6

-5

-5

-6

-7

-6

-7

-7

-6

-5

-3

漁港区域（昭和39年6月5日指定）

漁具

-3
.0m

岸
壁

 L
=1

50
.0m

-3
.0物

揚
場

 L
=1

52
.0m

(舘鼻地区）

-6.0m岸壁 L=280.0m

西
護岸

L=1
80

.0m

-9.0m岸壁

L=150.0m

護
岸

L
=8

0.
0m

-6.0m岸壁

L=120.0m

L=386.0m
-4.5ｍ岸壁

東
護

岸

L
=10

0.0m

防波堤 L=171.0m

廃油処理タンク

-6.0m泊地

-6.0m岸壁 L=368.8m

-4.5m岸壁 L=238.0m

-4
.5

m
岸

壁
L
=1

55
.0

m

-6.0m岸壁 L=165.0m

-6.0ｍ岸壁

L=85.0m

-6
.0

m
岸

壁
 L

=2
89 .0 m

-4
.5

岸
壁

L
=1

04
.0

m

-6.0m岸壁

L=65.0m

-6.0m岸壁

-6
.0

m
岸

壁
 L

=3
06

.0
m

L=74.0m
取付

L=116.0m

L
=
74 .0 m

取
付

取
付

 L
=
74

.0
m

取付 L=42.0m

取付 L=42.0ｍ

-2
.0
m物

揚
場

L=
50

.0m

⑬
 船

揚
場

（改
良

）

L=60.0m

-2
.0m

物
揚

場
 L=

16
0.0

m

21 用地（表面処理） A=1,700m 2

⑦ -4.0m泊地
A=4,000m
V=3,800m

2

3

野

荷駐

厚

荷

荷

冷

冷

冷

冷

環

漁具

冷

荷

漁具

冷

野

冷

野

野

冷
野

野

野

漁具

-6.0m岸壁(改良)

32荷捌所 B棟（増築・改修） 1.0棟

-4.5m岸壁(補修) L=238.0m

取付 L=42.0m

-4.5m岸壁(補修) L=238.0m

取付 L=42.0m

⑧ -4.5m岸壁(補修) L=476.0m

⑰ 道路(補修) L=650.0m

⑱
 道路

(橋梁
補

修
)

L=478.3m

⑯
道

路
(橋

脚
)

(改
良

) 1.0式船揚場（附属工 防風柵）

L=113.5m
L=36.5m

36 漁港浄化施設 　 　1.0式

L=75.7m

L=65.4m

L=216.6m

L=120.6m

35 清浄海水導入施設 1.0式
31 荷捌所 A棟(新築)  1.0棟

L=296.5m

-
6
.
0
m岸

壁

道路（橋梁補修）L=478.0m　

L
=
1
60
.
0
m

八戸漁港（舘鼻地区）
凡　　　例

第9次計画（～H13）度まで完成

第1次計画（H14～H18）施工

第2次計画（H19～H23）施工

H30以降計画

その他事業（H28まで施工）

H29要求分

その他事業（H28まで施工）

第3次計画(H24～)のうち

H28施工分

H24・H25・H26・H27施工分
第3次計画(H24～)のうち

八戸漁港
（舘鼻地区）

八戸漁港漁港
（鮫・恵比須浜地区）

八戸漁港
（小中野地区）
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事業名 地区名 八戸

【位置図】

【計画平面図】
漁港番号 種　別 所　管 事業主体 管理者
1230010

(S26.10.17指定)

水産流通基盤整備事業 八戸漁港

水 産 基 盤 整 備 計 画 平 面 図 施 工 場 所
八戸地区水産流通基盤整備事業

（ 八 戸 漁 港 ）
特定第３種 本　土 青森県･八戸市 青森県 青森県八戸市江陽四丁目

N

0 100 200 400

1：１０，０００

激浪方向
（沖波E）
　Ho＝7.3M

600m

　To＝12.2M（屈折後） （　　 　 　）

八
戸
鮫
浦
漁
業
協
同
組
合

主
要
地
方
道
八
戸
港
線

8.9

八
戸
植
物
検
疫
協
会

県八戸水産物加工研究所

デルマール

2.4

2.7

2.1

キョクヨー

築港街一丁目

中央埠頭

2.3

2.6

2.7

八戸植物検疫協会

線

5.0

全日本海員組合八戸支部

2.4

6.4

2.0

1.9

2.2

八戸港湾合同庁舎

県道八戸・階上線6.3

17.4

東北電気通信監理局八戸出張所

2.0

6.0

2.0

八戸水産高校

14.5

2.0

1.9

2

2.1

2.5

2.5

2.3

2.5

築港街第一埠頭

2.1

2.6

2.3

八戸港

植物防疫八戸出張所

築港街二丁目

1.9

2.0

1.8

サンレイ八戸工場

2

1.9

1.9

1.9

白銀埠頭
2.0

昭和町

白銀町

1.9

2.0

2.0

大
洋
冷
蔵

1.9

1.7

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー2.2

2

1.9

1.9

2.5

2.4

住
金
鉱
業 2.3

内
防
波
堤

2.2

4.9

2.2

鮫
郵
便
局

8

5.9

10.8

1 2

日
本
冷
蔵

1.7

鮫
駅

主
要
地
方
道
八
戸
・
階
上
線

二子石

9.5 Ｐ

Ｐ

八戸警察署鮫交番

2.3

Ｐ

2.1

日ノ出町

1.7

青
森
県
鰹
鮪
漁
協
組
合

八
戸
魚
市
場
厚
生
会
館

1.7

7.6

Ｐ

八戸魚市場冷凍工場

八
戸
市
営
第
一
魚
市
場

2.2

2.0

Ｐ
持越沢

6.3

7.0

こ
ど
も
の
広
場

Ｐ

八
戸
線

上鮫

7.5

10.6

沈船
防
波堤

2.2

2.7

2.8

北防波堤

Ｓ

Ｐ

1.9

2

2.0

17.6

2.5 鮫御役所跡

主
要
地
方
道
八
戸
港
線

鮫
町
生
活
館

金刀比羅宮

1
8

2
2

2.3

4

八
戸

階
上

線
18

16

鮫

17.1

Ｗ

13.7

Ｓ

2.8

Ｓ

ウミネコ繁殖地

蕪
嶋
神
社

2.3

波浪観測所

2.5

1 0

14

Ｓ

15.8

Ｓ

Ｓ

14

10

4

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｗ

3.2

2.4

蕪島海浜公園

Ｐ

3.8

0.2Ｓ

3.7

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

15.8

Ｓ

11.4

6.7

蕪島

下松苗場

19.4

Ｓ

4.2

Ｓ

5.3

17.2
22.2

22.1

Ｓ

Ｓ 4.2

Ｓ

Ｓ

20.2

20.9

東北区水産研究所八戸支所

八戸市水産科学館

Ｓ

Ｓ

4.1

4.1

3.9

主要地方道階上・八戸線

22.8

下盲久保

5.7

18.9
八
戸
線

25.3

1.0

下盲久保

鮫
漁
港

3.5

Ｓ

西宮神社

Ｓ

12.2

海洋学院

3.1

1.0

9.2

栽培漁業実習場

八戸水産高校

17.3

1
6

5.7

Ｗ

26.7

5.1

2.3

2.5

八
戸
尾
崎
灯
台

2.1

惣宝水産

20

1.9

日出岩

23.9

30.2

24.1

福島漁業

主要地方道八戸・階上線

惣宝水産
26.6

27.3

福島漁業

Ｗ

24.6

24.9

八戸市
20.3

19.3

鮫町

21.0

20.5

15.6

22.9

15.5

4.5

3.3

10

Ｓ

21.9

12.5

小舟渡平

アーチェリー場

アーチェリー場

2 0

19.0

23.0 八戸線

2.1

18.5

5.2

6.4

種差海岸

23.2

Ｓ

22.3

14.4

21.1

7.4

Ｓ

3.8

11.6

トド島

4.1

漁港区域（昭和50年12月19日指定）

-5

-2

-3

-4

-6

-7

-8

-9

-10

-11

-12

-10

-9
-8

-7

-7 -
6 -4 -3

-2

-7

-6

-5

-7

-8

-9

-10

漁
港

区
域

（昭
和

26
年

10
月

17
日

指
定

）

野

環

駐
修

荷

荷

野

駐

冷

野

-2.5m物揚場L=88.5m

-3m岸壁L=120.0m

突
堤

 L
=1

52
.0
m

蕪島船揚場

内防波堤２号

L=168.0m

-1.5m物揚場 L=55.0m

用地（舗装） A=536m2

-3m岸壁 L=95.0m

L
=78.0m

L=105.0m

L=
16

6.
0m

-5.0m
岸

壁

-5.0m
岸

壁
L
=289.0m -6

.0
m

岸
壁

（新
設

）
-6

.0
m

岸
壁

（補
修

）
L
=1

50
.0

m

L=
23

9.
0m

内
防

波
堤

（改
良

） 
L=

11
5.

0m

護岸（改良）

廃油処理タンク（NO.6)

護岸 L=175.0m

護
岸L=55.0m

西
防

波
堤

L=80.0m

（A）65m

（B）L=100m

65.0m

道
路

 L
=160m

（W
=10m

）

北防波堤 L=121.0m

-2.0m
物

揚
場

L=115.0m

船揚場
L=90.0m

(恵比須浜地区）

(鮫地区）

-1
0.

0m
岸

壁
-7

.0
m

岸
壁

L
=1

85
.0

m
L
=1

15
.0

m

R=260m

漁具

漁具

荷

道路（補修）L=300.0m

15

14

－
4ｍ

岸
壁

L=
10

5.
0m

-4
.0
m
岸

壁

蕪島3号物揚場
L=99.0m

47

内防波堤1号
L=30.8m

L=95.0m

用地(舗装)A=1,700m223

護岸
L=51.0m

(港
湾

)

護岸
L=165m

L=69m

取付L=26.0m

1

L=
30

.0
m

（新
設

）

6 －6ｍ泊地

A=21,000m2
V=15,000m3

道路（補修）L=1,250m19

4

外
西

防
波

堤
（新

設
）

3

L=
85

.0
m

L=85.0m

北
防

波
堤

（新
設

）

2

用地（舗装）

A=3,397m2

24

L=95.0m

L=34.0m（取付）

L=
20

0.
0m

L
=236.0m

L=53.0m
（取

付
）

八戸漁港（鮫地区・恵比須浜地区）

八戸漁港
（舘鼻地区）

八戸漁港漁港
（鮫・恵比須浜地区）

八戸漁港
（小中野地区）

凡　　　例
第9次計画（～H13）度まで完成

第1次計画（H14～H18）施工

第2次計画（H19～H23）施工

H30以降計画

その他事業（H28まで施工）

H29要求分

その他事業（H28まで施工）

第3次計画(H24～)のうち

H28施工分

H24・H25・H26・H27施工分
第3次計画(H24～)のうち
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地区名

代表的な施設の構造図
八戸漁港（小中野地区）

八戸漁港（舘鼻地区）

事業名 八戸水産流通基盤整備事業 八戸漁港

護岸

船揚場

0.70 0.40

1.10

1.00

0.50

8.70

エプロン　10.00

地盤改良範囲 13.40

0.20

8.50

6.00

0
.2
0

0
. 3
0

施工可能範囲  10.10

2％

車止め

+0.80

切込砕石　t=200mm

アスファルト舗装 t=30mm

タイロッド φ65 @3.20m

（高張力鋼690）

H.W.L +1.452

L.W.L +0.033

+1.50

-6.50

-11.50

+2.80

-11.50

+1.60
+2.00

+2.604

間詰石

鋼矢板Ⅳ 型　L=13.50m

（SYW-295）
w

腹起し（SS400）
2[380×100×10.5×16.0

-16.00

+2.00
+1.50

浸透固化

1:1.5

設計水深　　-6.50
計画水深　　-6.00

-7.50

基礎捨石(30～200kg/個)

電気防食

控え杭  Φ1200×t18　（SKK400）

L=18.00m c.t.c3.20m

+1.45

-4.40

被覆防食

腹起し（SS400）
2[380×100×10.5×16.0

コンクリート t=20cm
(18-8-40, WC55%以下)

切込砕石 t=30cm
(RC40)

上屋

係船曲柱150kN型

+2.375

+1.075
防舷材 V-500H×1300L

-6.0m岸壁 -2.0m物揚場
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地区名

代表的な施設の構造図
八戸漁港（鮫地区）

八戸漁港（恵比須浜地区）

事業名 水産流通基盤整備事業 八戸 八戸漁港

内防波堤

-6.0m岸壁

用地

3.0m

3.6m程度

1.2m 1.2m

2.7m 1.8m

800

14mm～177mm

埋
込

深
 5

00

1.5m1.5m

H.W.L  + 1.452

L.W.L + 0.033

基礎捨石

上部工計画天端高 +2.50

本体工改良天端高 +1.50

 -1.26

 -2.26

 -3.56

 -5.90

既設本体

1:1.5

1:1.5

1:2
.0

1:2
.0

1:2.0
1:2

.0

港外側 港内側改
良

法
線

既
設
法

線

コンクリート

上部コンクリート 2 18-8-40 W/C≦65%

本体コンクリート 40-15 W/C≦50% C≧370kg/m3

H型鋼 (1次)100x50x5x7

L=1.0m,2.0mピッチ(千鳥配置)

本体工取壊し線 +0.68～+1.10

既設取壊し範囲

DL=0.000

(G)

W=28ｍ～43ｍアスファルト舗装コンクリート舗装 W=10ｍ

U型側溝300

表　層　工 ：密粒度As（13F)　 　t=3cm表　層　工 ：コンクリート18-8-40　t=20cm

路　盤　工 ：再生砕石（RC-40）　t=20cm路　盤　工 ：再生砕石（RC-40）　　t=20cm
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地区名

【全景】
○八戸漁港

事業名 水産流通基盤整備事業 八戸 八戸漁港

泊地区

平成27年3月撮影

鮫地区

恵比寿浜地区

舘鼻地区
小中野地区
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地区名

【現況】
八戸漁港（舘鼻地区）

八戸漁港（鮫地区）

事業名 八戸水産流通基盤整備事業 八戸漁港

舘鼻地区；－6ｍ岸壁

築造後30年以上経過しており、鋼矢板の腐食がかなり進行している。耐震・耐津波に対する機能診断の結果､安定性が確保され

ていないことが確認された。また、上部コンクリート及び防舷材の破損が激しく、漁船の係船に支障を来している。

舘鼻地区；荷捌所Ｂ棟

屋根の鉄骨部分がかなり腐食しているほか、柱のコンクリートが剥離し、鉄筋が露出している。

また、耐震診断の結果、改築（取壊し・建築）が必要と診断されている。

路面の傷みが激しく漁獲物の配送の際、こぼれ落ちるのを防ぐ

ため低速での運搬を余儀なくされている。

鮫地区；道路

上部コンクリートの劣化・損傷が激しく、防波機能が低下して

いる。

鮫地区；内防波堤
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地区名

【施工状況】
八戸漁港（舘鼻地区）
（-6.0ｍ岸壁）

本体工：控鋼管杭打設状況 本体工：鋼矢板打設状況

本体工：タイロッド取付状況 上部工：コンクリート打設状況

付属工：防舷材取付状況 コンクリート舗装工：コンクリート打設状況

八戸漁港（鮫地区）
（道路）

舗装工：路面切削状況 舗装工：舗設状況

事業名 八戸水産流通基盤整備事業 八戸漁港
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